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役  職：学長 

専門分野：地域研究、国際関係論、政治学 

学  位：Ph.D.（コーネル大学） 

略  歴：1972 年東京大学教養学部教養学科卒、1974 年同大学院国際関係論修士課程修了、1975

年同東洋文化研究所助手、1986 年コーネル大学博士取得、1979 年東京大学教養学部教

養学科国際関係論助教授、1987年コーネル大学アジア研究学科・歴史学科助教授、1989

年同東南アジア・プログラム副所長、1990年同アジア研究学科・歴史学科准教授、1996

年同教授、1996 年京都大学東南アジア研究センター教授、2000 年本学客員教授、2005

年本学副学長、教授、2007 年アジア経済研究所所長、2009 年本学客員教授、内閣府総

合科学技術会議議員、2011年本学教授、本学学長。2007年紫綬褒章受章。 

 

１. 業 績（Ａ） 

（１） 雑誌論文 

① 単 著 

＊ “Indonesian Technocracy in Transition: A Preliminary Analysis,” Southeast Asian Studies, Vol. 

3, No. 2 (August 2014), pp. 255-281. 

＊ “Japan’s Asia/Asia Pacific Policy in Flux,” Examining Japan’s Lost Decades, edited by Yoichi 

Funabashi, Barak Kushner, pp.206-224, (Abingdon, UK: Routledge, 2014). 

＊ 「第 11章 中国・アジア太平洋」、船橋洋一編著『検証 日本の「失われた 20年」、

日本はなぜ停滞から抜け出せなかったのか』（東洋経済新報社、2015）、269－294 ペ

ージ 

② 共 著 

＊ ASEAN-Japan Relations (Singapore: ISEAS, 2014, edited jointly with Takaaki Kojima) “An 

Overview of Japan-ASEAN Relations,” ASEAN-Japan Relations (Singapore: ISEAS, 2014) pp. 

1-16 (written jointly with Takaaki Kojima) 

 

２. 業 績（Ｂ） 

（１） 書評・解説等 

＊ 書評：ポール・ブルースタイン著『IMF ―世界経済最高司令部 20カ月の苦闘 上・下』、

毎日新聞（2014年 3月 23日） 

＊ 巻頭言：「原子力発電所の安全性を時間の次元で考えると」、ATOMOΣ、Vol. 56、（2014

年 4月、1ページ） 

＊ 書評：ウィリアム・L・シルバー著『伝説の FRB議長ボルカー』、毎日新聞（2014年 5

月 25日） 

＊ 解説：「インドネシア大統領選 経済・外交新政権に課題」、読売新聞「地球を読む」

（2014年 6月 1日） 

＊ “Indonesia's future hinges on new leader,” The Japan News, June 2, 2014. 

＊ 書評：大塚 啓二郎著『なぜ貧しい国はなくならないのか』、毎日新聞（2014年 7月 20

日） 

＊ 解説：「首相の首脳外交 インド太平洋地域重視」、読売新聞「地球を読む」（2014



 

 

年 10月 12日） 

＊ “Abe’s diplomacy on the mark in Indo-Pacific era,” The Japan News, Oct. 13, 2014. 

 

３. 助成金等による研究 

＊ 平成 26 年度科学研究費補助金（新学術領域研究）「新興国の台頭による世界／地域秩

序変容と国家形成・建設の比較研究」研究代表者 

＊ 平成 26 年度科学研究費補助金（新学術領域研究）「新興国の政治と経済発展の相互パ

ターンの解明」研究分担者 

 

４. 教 育 

（１） 講 義 

＊ International Relations in East Asia (Fall Term) 

（２） 論文指導 

＊ 安全保障・国際問題プログラム：博士課程 10名（主指導 3名、副指導 7名、うち 1名

学位取得） 

＊ 政策プロフェッショナルプログラム：博士課程 1名（副指導 1名） 

（３） 研修事業 

＊ カケハシプロジェクト 

＊ ベトナム共産党副大臣研修 

 

５. 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ 役員会 

＊ 経営協議会 

＊ 研究教育評議会 

＊ 教員人事委員会 

＊ 教員業績評価委員会 

＊ 企画懇談会 

＊ プログラム改革推進本部 

＊ 第 3期中期目標・計画検討ワーキンググループ 

＊ 政策研究院参議会 

 

６. 社会的貢献（Ａ） 

（１） 学会等における活動 

＊ Editor, Indonesia, Cornell Southeast Asia Program, 1987 – present. 

＊ Member, International Advisory Board, Sojourn: Journal of Social Issues in Southeast Asia, 

Institute of Southeast Asian Studies, Singapore, 1999 – present 

＊ Member, Advisory Board, Historical Abstracts, ABC CLIO, Santa Barbara, 2000 – present 

＊ Member, International Advisory Board, Asian Research Institute, National University of 

Singapore, Jan. 1, 2004 – present 

＊ Member, Editorial Board, The American Interest, 2006-present 

＊ 日本学術会議連携会員、平成 23年 10月 3日－平成 29年 9月 30日 

＊ 京都大学白眉センター伯楽会議委員、平成 26年 7月 31日－平成 27年 6月 30日 



 

 

＊ Member, Visiting Committee of the College of Humanities, Arts, and Social Sciences, March 

8-12, 2015, Nanyang Technological University 

（２） 審議会等における活動 

＊ 文部科学省中央教育審議会専門委員、平成 25年 6月 3日－平成 27年 2月 14日 

＊ 文部科学省科学技術学術審議会臨時委員、平成 25年 7月 1日－平成 27年 2月 14日 

＊ 内閣府本府参与、平成 25年 8月 23日－ 

＊ 科学技術学術政策研究所顧問、平成 25年 11月 1日－平成 27年 10月 31日 

＊ 外務省独立行政法人評価委員会委員・国際協力機構分科会委員、平成 25年 11月 16日

－平成 27年 11月 15日 

＊ 経済産業省産業構造審議会臨時委員（通商・貿易分科会）、平成 25年 11月 7日－平成

27年 11月 6日 

＊ 第 7回太平洋・島サミットに向けた有識者会合、委員、平成 26年 5月 21日から提言書

提出日まで 

＊ 独立行政法人日本学術振興会「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援プロ

グラム委員会」委員、平成 26年 4月 23日－平成 27年 3月 31日 

＊ 独立行政法人日本学術振興会「大学の世界展開力強化事業プログラム委員会」委員、平

成 26年 4月 23日－平成 27年 3月 31日 

＊ 外務省科学技術外交のあり方に関する有識者懇談会、座長、平成 26年 7月 29日－平成

27年 3月 31日 

＊ 文部科学省科学技術・学術審議会、臨時委員（総合政策特別委員会）、平成 26 年 7 月

10日 

＊ 国土交通省観光庁観光立国推進有識者会議委員、平成 26年 4月 16日－平成 27年 3月

31日 

＊ 「講書始の儀」進講者、平成 27年 1月 9日 

＊ 文部科学省、科学技術・学術審議会委員、平成 27日 2月 15日－平成 29年 2月 14日） 

（３） その他 

＊ 株式会社海外需要開拓支援機構有識者委員会委員、平成 26 年 2 月 28日－平成 27年 3

月 31日 

＊ 参議院外交防衛委員会参考人、平成 26年 4月 8日 

＊ 愛媛・インドネシア友好協会顧問、2014年 7月 1日－2016年 6月 30日 

＊ 公益財団二十一世紀文化学術財団学術奨励金選考委員、平成 25年 7月 1日－平成 28年

6月 30日 

 


